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る。
「
新
愛
現
十
二
世
紀
初
阿
控
伯
人
闘
於
中
園
之
記
載
」
は
思
想
奥
時
代
月
刊

第
四
一
期
に
絞
っ
た
も
の
。
ア
ラ
ビ
ア
人
の

ω
F
R止
と

'Ng戸
削
ロ
吋
岱
弓

白
「
宮
同
町
〈
出
訟
の
着
、
H
，Y
開

Z
m
Z円
白
{
句
H
D
同U
R
E
2
0同
〉

E
B巳印
、が

一
九
三

七
年
に
設
見
さ
れ
、
目
ン
ド
ン
大
事
の
ミ
ノ
ル

ス
キ
l
氏
の
地
理
篇
に
注
醐停を

加

え

忽

R
g
n
cロ
の

r
z
p
同
宮
司
ロ
ユ
帥
釦
ロ
仏

H
E
E
と
し
て
褒
表
し
た

が
、
中
西
交
通
史
・
宋
遼
史
に
資
さ
ん
こ
と
を
希

っ
て
そ
の
中
闘
の
部
分
四
三

節
を
紹
介
し
た
も
の
。

以
上
甚
だ
雑
駁
な
書
評
に
終
始
し
、
南
朝
関
係
の
論
考
な
ど
を
省
略
し
た
が

ご
容
赦
願
い
た
い
。

こ
れ
ま
で
周
一
良
氏
は
特
殊
研
究
の
論
文
を
中
心
に
愛
表
さ
れ
て
き
た
の
で

日
本
で
は
闘
心
を
呼
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
一
文
が
周
氏
の
一
連

の
研
究
に
閥
心
を
も
た
れ
る
一
助
に
な
れ
ば
寧
で
あ
る
。

な
お
周
氏
に
つ
い
て
一
言
燭
れ
る
と
、
少
く
と
も
文
化
大
革
命
前
ま
で
は
北

京
大
師
学
歴
史
系
副
主
任
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
祭
曾
理
事
な
ど
の
要
職
に
就
か

れ
て
い
た
。
「
人
民
中
園
」
一
九
六
三
年
版
に

「
日
中
友
好
史
話
」

を
連
載
さ

れ
て
い
た
の
で
ご
記
憶
の
方
も
あ
ろ
う
。
最
近
は
鑑
呉
研
究
で
著
名
で
あ
る
。

「
牟
子
叢
残
」
の
著
者
、
周
叔
迦
氏
(
全
閣
人
民
代
表
大
曾
代
表
・
悌
敬
協
曾

副
曾
長
〉
は
家
叔
に
笛
る
。

文
化
大
革
命
も
鯵
怠
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
氏
の
ご
健
在
な
ら
ん
こ
と
を
新
り

つ

つ

ベ

ン

を

賃

き

た

い

。

(

朝

野

浩

之
〉

吋

宮

切
O
阿

m
H
C
1∞
Z
m
1〉
∞

2
r
m
g
cロ門田

ω
Z身
i

ぐ
向
。
陣
。
司
司
回
『
。
。
ロ

の
ω臣
官
向
島
m
e
d
E
4
2
a
3
M
M
g
E-
ω品
由
同
》
司
・

同
一
坦
罰
臼

本
書
は
勿
論
義
和
闘
暴
動
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
副
題
に
よ

っ

て
知
ら
れ
る
よ
う
に、

ア
ヘ
ン
戟
字
以
後
の
外
墜
と
い
う
外
部
的
要
因、

或
い

は
中
園
枇
曾
そ
の
も
の
の
中
に
あ
る
内
部
的
要
因
、
卸
ち
義
和
幽
暴
動
へ
の
背

景
を
明
ら
か
に
す
べ
く
研
究
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

本
書
の
前
半
部

を
、
清
朝
末
期
の
祉
曾
紋
勢
、
西
欧
の
中
国
へ
の
衝
撃
、

列
図
の
利
権
弊
但待
問

宇
崎一
寸
に
さ
い
て
、
義
和
闘
暴
動
へ

の
導
入
と
し
、
そ
し
て
そ
の
重
貼
を
後
宇
都

の
、
義
和
圏
が
有
名
な
「
扶
消
滅
洋
」
の

ス
ロ
l
カ
ン
を
採
用
し
た
の
は
、
如

何
な
る
時
貼
に
お
い
て
、
叉
如
何
な
る
理
由
に
よ
っ
て
で
あ
る
か
を
究
明
す
る

こ
と
に
お
い
て
い
る
。
こ
こ
に
著
者
は
カ
黙
を
お
い
て
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
問
題

の
解
明
を
克
明
に
追
及
し
て
い
く
。
以
上
の
こ
と
を
、
著
者
は
先
謬
の
研
究
に

依
緩
し
な
が
ら

論
を
進
め
、
後
宇
部
に
お
い
て
は
、
「
義
和
囲
資
料
撤
収
刊
」

「
義
和
園
桜
案
史
料
L

等
の
根
木
資
料
、

若
干
の
欧
米
資
料
を
も
駆
使
し
て
、

著
者
濁
自
の
検
討
を
加
え
て
い
る
。

本
文
の
紹
介
の
前
に
、
著
者
〈
5
5門
司
日

8
=
に
つ
い
て

一
言
す
れ
ば
、
-

氏
は
か
つ
て
中
園
に
滞
在
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り、

四
十
年
以
上
に
わ
た

っ
て
ア

ジ
ア
史
の
研
究
に
た
ず
さ
わ
り
、
一
九
四
九
年
以
来
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
事
の

極
東
史
の
講
師
を
さ
れ
、
著
書
も
中
国
の
文
事

・
教
育
、
近
代
中
園
、
東
南
ア

ジ
ア
に
閲
す
る
も
の
な
ど
、
既
に
十
冊
以
上
を
上
梓
さ
れ
て
い
る
-
一
八
九
六
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年
生
れ
と
い
う
か
ら
、
六
十
代
半
ば
で
こ
の
研
究
書
を
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
義
和
圏
暴
動
泣
い
た
る
背
景
を
多
方
面
か
ら
接
近
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ

る
か
ら
、
多
年
に
わ
た
る
中
園
研
究
の
著
者
に
し
て
可
能
な
仕
事
で
あ
っ
た
と

思
う
。
章
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第

一

章

吋

吉

宮
g
n
v
c
開O
S
H
ロヨ一冊目丹曲目円四

F
E
R
B
E
同
D円n叩印

第
二
章
。
E
5
8
8
2
2可
含
ユ
ロ

m
p骨
Z
S
の
}
戸
内
宮
町
宮
江
主

第
三
章
吋

5
5
3♀
o
ご
r
o
d〈

g

第

四

章

吋

Z
Z
E巾
O
同
H
F刊

gロ円。印回目
0
5

第
五
章

H

耐え
2
5
8仏

Hgaoロ

第
六
章
メ
ロ
午
同
0
3仲間ロ杷
O
H
A
自己』
B
E
F
D
E
q心

第
七
章

ω開
口
広
告
仏

B
V色
-
H
O
ロ印

第
八
章
、
H

，Z

B名
古
2
2
2
0
ご
Z
回
D
H
O
H凹

第
九
・
十
章
晴
円
。
ム
ヨ
同
国
江
口
，
O
円
〆
ロ
丘
町
身
ロ
目
的

H
R
噌
同
・
口

第
十
一
章
四
CM2-MO--色
白
同
E
C同開
S
E
t
s

第
十
二
章
吋
江
口
B
-
v
v
g
ι
2
2
8

。
。
ロ
n
Z
2
0
ロ

他
に
附
録
二
篇
(
景
善
日
記
・
数
曾
資
料
)
脚
注
、
文
献
解
題
、
索
引
、
地
圏

二
菜
、
他
計
三
百
四
十
九
頁
の
本
で
あ
る
。
以
下
章
に
従
つ
で
、
紙
数
の
許
す

限
り
、
そ
の
本
文
の
内
容
の
紹
介
に
重
鮎
を
お
い
て
い
き
た
い
。

第
一
章
義
和
国
暴
動
が
も
し
「
謀
叛
」
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
清
朝
政
府

に
謝
す
る
謀
叛
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い
。
そ
こ
で
著
者
は
、
義
和
圏
が

一
九

(
リ

σ年
の
危
機
の
際
、
う
わ
べ
だ
け
で
も
支
持
し
た
そ
の
清
朝
政
府
の
性
格
、

と
義
和
圏
と
一
八
九
九
年
に
は
戦
い
、
一
九

O
O年
に
は
協
同
し
た
、
そ
の
清

朝
政
府
軍
の
性
格
を
概
念
化
す
る
必
要
を
考
え
、
ま
ず
こ
の
章
を
設
け
て
考
察

す
る
。
著
者
は
、
中
闘
に
西
欧
か
ら
の
衝
撃
が
あ
っ
た
時
、
異
民
族
王
朝
が
中

園
を
支
配
し
て
い
た
の
は
中
園
の
不
幸
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
清
朝
は
決
し
て

中
国
人
に
不
人
気
な
王
朝
で
は
な
か
っ
た
、
清
朝
も
中
園
観
念
に
忠
寅
で
あ

り
、
政
策
の
手
段
も
正
統
的
な
儒
教
主
義
に
基
づ
き
、
叉
中
国
人
も
清
朝
に
忠

賓
で
あ
っ
た
と
い
う
。

異
民
族
満
洲
の
中
園
支
配
し
噌
い
う
異
常
な
欣
態
を
ま
ず

考
慮
に
い
れ
て
お
い
て
、
さ
て
義
和
園
暴
動
が
中
央
直
轄
地
か
ら
お
こ
っ
た
の

で
、
政
府
が
重
要
な
影
響
を
輿
え
た
と
し
、
中
央
政
府
の
機
構
か
ら
検
討
す

る
。
軍
機
腐
・
六
部
も
結
局
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
内
閣
の
役
割
を
も
た
ず
、
命
令

は
す
べ
て
皇
帝
自
身
か
ら
褒
令
さ
れ
る
皇
帝
濁
裁
的
な
政
治
機
構
を
紹
介
し、

そ
れ
で
.
。
。口問]但印
w
H
M
R
r白
♂
。

-Fg
ら
が
主
張
し
て
き
た
「
中
関
政
治
の

全
制
度
を
貫
く
民
主
々
義
精
一
紳
」
に
縮
れ
る
が
、
著
者
は
こ
の
意
味
を
西
欧
人

に
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
だ
と
批
剣
的
で
あ
る
。
一
一叉重
要
ポ
ス
ト
の
満
漢
併

用
主
義
も
、
有
能
な
漢
人
官
僚
の
影
象
力
が
増
し
て
い
く
こ
と
を
報
告
し
、
特

に
一
九

O
O年
夏
の
義
和
国
暴
動
を
考
え
る
場
合
に
重
要
な
事
賓
と
し
て
、

太

卒
天
園
の
鋭
後
、
清
朝
支
配
構
の
衰
退
し
て
い
く
中
で
、
度
汎
な
地
方
自
治
が

奥
え
ら
れ
、
南
方
総
督
や
裳
世
凱
が
中
立
を
と
り
得
た
こ
と
、
結
局
、
地
方
は

中
央
と
関
係
少
い
糊
倒
立
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す

る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
総
督
・
巡
撫
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
が
、
す

べ
て
の
纏
力
は
皇
帝
に
集
中
し
、
如
何
な
る
政
治
機
構
に
も
す
べ
て
分
割
統
治
、

抑
制
均
衡
の
政
治
理
論
が
寅
施
さ
れ
て
い
る
と
結
論
す
る
。
つ
い
で
清
朝
の
軍

隊
制
度
に
つ
い
て
、
清
朝
の
中
園
支
配
の
成
功
は
軍
隊
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
の
末
期
に
お
け
る
愛
質
の
過
程
を
の
ベ
、
正
規
兵
た
る
八
旗
の

他
に
、

動
観
の
年
に
募
集
兵
な
ど
が
多
く
で
き
る
が
、
清
朝
の
大
き
な
仕
事

は
、
彼
ら
の
勝
利
の
後
に
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
清
朝
の
統
制
下
に
い
れ
る
か

で
あ
る
。
こ
こ
で
も
抑
制
と
均
衡
の
理
論
が
注
意
深
く
と
ら
れ
る
。
こ
の
指
摘

は
後
の
義
和
国
が
魁
練
と
し
て
政
府
公
認
の
も
の
か
ど
う
か
で
重
要
だ
と
恩

- 95ー
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う
。
中
園
軍
隊
の
近
代
化
へ
の
改
革
が
、
ア
ヘ

γ
戦
争
の
敗
北
後
で
も
全
然
認

識
さ
れ
ず
、
問
治
中
奥
で
も
僅
か
し
か
成
功
し
な
い
中
で
、
大
卒
実
閣
の
飢
時

曾
園
藩
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
軍
隊
の
再
編
成
は
中
関
軍
隊
史
上
重
要
な
一
頁
を

査
す
る
と
い
い
、
消
末
こ
の
よ
う
な
園
練
の
重
要
性
が
漸
次
増
加
し
、
か
く
て

朝
廷
の
安
全
は
、
郷
糾
階
級
の
忠
誠
と
善
意
に
た
よ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
そ
し
て
日
清
戦
争
の
敗
北
が
、
西
欧
式
装
備
に
よ
る
近
代
的
軍
隊
の
副
産

物
を
生
ん
だ
と
。
張
之
洞
の
白
強
箪
と
案
世
凱
の
新
建
陸
軍
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
雨
者
は
義
和
幽
笛
時
、
中
国
保
有
の
唯
一
つ
の
近
代
的
箪
隊
で
あ
っ
た

が
、
結
局
義
和
刷
幽
と
は
戟
字
を
し
な
か
っ
た
。
戊
成
政
援
後
、
武
科
印
績
が
復
活

し
、
策
総
が
武
術
単
を
組
織
し
、
こ
う
し
て
義
和
幽
暴
動
に
釜
る
誕
・
事
一
間
の
過

程
を
の
ベ
る
。

第
二
章
こ
の
章
で
は
、
義
和
問
幽
暴
動
が
お
こ
っ
た
祉
曾
の
本
質
は
何
で
あ

り
、
謀
叛
に
賛
成
し
、
或
い
は
反
封
し
た
勢
力
は
何
で
あ
っ
た
か
が
扱
わ
れ

る
。
主
と
し
て
欧
米
の
先
撃
の
業
績
を
参
照
し
な
が
ら
論
を
進
め
て
い
く
。

「
前
科
象
的
時
代
」
の
一
一
一
人
の
欧
米
の
研
究
家
、
同
V
国
司

r
F
〉

-
E・
ω日一円
7
・

同州・】凶・ロ
D
C
m
-
g
の
仕
事
や
、
最
近
の
の

7
2聞
の
Y
E
口問・ロ「吋}戸
刊
の
E
ロ冊目冊

。

g可
ご
な
ど
を
中
心
に
引
用
し
て
、
中
図
が
「
一
つ
の
巨
大
な
民
主
々
義」

の
枇
曾
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
こ
と
、
中
国
に
世
襲
的
な
貴
族
階
級
が
な
く
、

こ
れ
が
皇
怖
と
人
民
の
聞
の
有
用
な
結
合
を
奪
い
、
外
図
の
侵
入
に
抵
抗
で
き

ず
、
人
民
の
熱
望
を
中
和
・
指
導
で
き
な
か
ア
た
こ
と
を
紹
介
し
て
、
。

-
d

白口問

。
r
E
M
m・-F
に
つ
い
て
は
か
な
り
多
く
の
頁
を
さ
い
て
、
郷
紳
階
級
が
決
定
的

に
特
機
的
階
級
で
あ
り
、
指
導
的
階
級
で
あ
り
、
従
っ
て
「
民
主
々
義
」
枇
曾

も
極
め
て
限
定
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
こ
と
を
の
ベ
、
著
者
も
こ
れ
に
質
成
し
て

い
る
。
即
ち
、
士
大
夫
・
讃
卦
一
同
人
階
級
が
中
国
枇
曾
に
濁
得
な
も
の
で
あ
り
、

彼
ら
は
資
本
主
義
の
愛
展
に
敵
意
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
の
ベ
、
一
方
人
民
側

に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
租
税
負
掘
は
、

ω
E
m
m円
が
言
う
よ
う
に
は
軽
い
も
の

で
な
く
、
租
税
の
過
重
、
銀
債
の
高
騰
、
地
方
政
治
の
腐
敗
が
農
民
を
貧
困
へ

追
い
や
り
、
こ
れ
が
暴
動
へ
の
土
泌
と
な
っ
た
と
説
明
す
る
。
「
中
閣
に
は
代

議
制
が
な
い
、
従
っ
て
人
民
は
暴
動
の
権
利
を
も
っ
」
に
は
、
著
者
は
太
卒
天

闘
の
例
に
お
い
で
す
ら
、
必
ず
し
も
成
功
の
保
設
は
な
い
と
指
摘
す
る
。
そ
し

て
偶
数
が
、
支
配
階
級
に
は
も
と
よ
り
、

中
関
枇
曾
に
卓
越
し
た
宗
教
で
あ
っ

た
こ
と
を
の
ベ
、

農
民
を
直
接
支
配
す
る
あ
の
賛
津
な
保
甲
制
も
、
そ
の
イ
デ

オ
ロ
グ
的
根
底
は
偶
数
主
義
で
あ
っ
た
と
い
う
。
最
後
に
毛
津
東
の
一
九
二
六

年
の
階
級
分
析
は
、
全
慢
と
し
て
一
九

O
O年
の
中
国
に
あ
て
は
ま
る
が
、

義

和
凶
暴
動
が
、
何
故
特
別
な
地
方
で
、
特
別
な
型
を
と
っ
た
か
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
こ
の
章
を
終
る
。

第
三
章
義
和
園
暴
動
の
機
相
は
明
ら
か
に
白
ロ

t'rsnコ
特
に

2
2・刊

己
円
。
唱
巾
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
感
情
を
つ
く
っ
た
「
西
欧
か
ら
の
衝
撃
」
は
如

何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
が
テ
l
マ
で
あ
る
。
著
者
は
ま
ず
、
西
欧
の
中
園
侵

略
の
過
程
が
西
欧
資
本
主
義
の
設
展
の
過
程
と

一
致
す
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ

が
中
園
枇
曾
に
重
要
な
醐
変
化
を
生
み
、
半
植
民
地
の
道
を
辿
ら
せ
、
中
園
濁
自

の
設
展
が
阻
害
さ
れ
た
と
結
論
す
る
。
つ
い
で
中
閣
と
西
欧
と
は
何
故
「
衝

撃
」
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
れ
は
箪
に
設
展
段
階
の
異
る
二
つ
の
祉
曾
の

聞
の
も
の
で
な
く
、
異
る
世
界
観
を
有
す
る
こ
つ
の
文
明
批
曾
の
聞
の
も
の
だ

と
指
摘
す
る
。
中
園
人
は
西
欧
人
と
異
っ
て
、
調
和
す
る
共
同
社
曾
の
紙
念

は
、
外
部
の
槽
威
か
ら
の
命
令
に
よ
る
の
で
な
く
、
内
的
良
心
に
従
順
だ
と
い

う
事
寅
か
ら
く
る
、
そ
し
て
こ
の
世
界
観
が
中
国
λ
の
法
概
念
を
決
定
し
た

と
。
西
欧
で
は
法
は
神
聖
で
犯
し
難
く
、
行
動
の
規
範
で
あ
る
が
、
中
園
人
は

道
徳
の
ル
ー
ル
、
自
然
の
秩
序
を
確
認
す
る
だ
け
だ
と
。
こ
の
法
と
道
徳
を
め

ぐ
る

「
責
任
の
概
念
」
の
相
還
が
雨
者
を
衝
態
さ
せ
た
と
い
う
。
以
下
‘
ア

ヘ
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γ
戦
争
、
ア
ロ
l
獄
事
件
、
南
京
・
北
京
爾
係
約
な
ど
に
ふ
れ
、
特
に
天
津
篠

約
に
よ
る
キ
リ
ス
ド
数
公
認
の
結
果
、
そ
の
数
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
が、

影

響
が
大
き
く
、
各
地
で
紛
争
を
惹
起
す
る
過
程
を
の
ベ
る
。
こ
の
よ
う
な
外
墜

に
劃
し
て
清
朝
や
官
僚
は
西
欧
に
謝
す
る
認
識
が
乏
し
く
、
そ
の
態
度
も

一
貫

し
な
い
こ
と
を
の
べ
、
洋
務
汲
官
僚
も
革
命
的
で
な
く
、
た
だ
現
存
の
秩
序
を

墨
守
す
る
だ
け
で
、
同
治
中
興
の
挫
折
の
理
由
を
検
討
す
る
。
そ
の
後
、
マ

ー

ガ
リ
l
事
件
、
蓋
謀
約
、
清
悌
戦
争
、
日
清
戦
字
と
績
く
外
墜
に
ふ
れ
、
特

に
日
清
戦
争
に
よ
る
敗
北
が
、
決
定
的
な
影
響
を
奥
え
た
と
し
、
最
後
に
近
代

化
に
成
功
し
た
日
本
と
の
比
較
を
行
な
っ
て
い
る
。

第
四
章
一
九
世
紀
末
期
帝
国
主
義
段
階
を
迎
え
た
列
閣
の
世
界
政
策
は
、

そ
の
利
害
関
係
に
よ
っ
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
、
日
清
戦
争
後
の
、
列
園
の
勢

力
範
圏
の
設
定
、
利
機
獲
得
闘
宇
は
、
ま
さ
に
頻
死
の
中
閣
の
生
燈
解
剖
で
あ

り
、
こ
の
章
で
は
、
中
園
と
列
園
と
の
閥
係
、
列
闘
相
互
の
閲
際
関
係
が
と
り

あ
げ
ら
れ
る
。
一
八
九
五
年
ま
で
の
英
は
、
中
園
を
露
に
謝
す
る
砦
と
考
え
て

い
た
が
、
日
清
戦
容
で
そ
の
構
想
が
崩
れ
、

そ
の
後
は
極
東
で
如
何
に
し
て
併

・
露
を
申
立
化
さ
せ
る
か
が
関
心
の
的
で
あ
り、

日
本
に
干
渉
す
る
こ
と
で

一

致
し
た
三
園
も
、
そ
の
後
は
夫
々
の
利
害
関
係
で
互
い
に
牽
制
し
て
い
た
こ
と

を
の
べ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
笑
・
併
に
よ
る
雲
南
地
方
の
分
割

と
、
露
の
満
洲
へ
の
経
済
的
進
出
を
み
る
。
三
園
干
渉
後
の
濁
は
、
露
を
極
東

問
題
に
専
念
さ
す
こ
と
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
露
・
悌
関
係
を
弱
化
せ
し
め

よ
う
と
し
、
カ
イ
ザ
!
の
「
糞
嫡
論
」
は
そ
の
震
に
言
い
出
さ
れ
た
も
の
と
い

い
、
中
国
で
は
英
・

露
と
の
利
害
衝
突
を
避
け
る
局
、
山
東
半
島
へ
進
出
し
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
う
ま
い
具
合
に
一
八
九
七
年
十
一
月
濁
人
宣
教
師
殺
害
事

件
が
お
こ
り
、
翌
年
修
州
組
問
租
倍
、
鍛
道
施
設
、
鎖
山
採
掘
植
を
得
る
。

こ
れ

が
後
、
利
権
獲
得
運
動
を
激
化
さ
せ
る
先
駆
と
な
っ
た
。
こ
の
間
露
が
何
故
朝

鮮
に
港
を
求
め
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
さ
し
は
さ
み
な
が
ら
、

露
の
遼

東
山
寸
島
獲
得
の
経
緯
を
の
ベ
る
。
中
園
が
こ
の
よ
う
に
列
園
に
屈
服
し
て
い
く

の
も
結
局
は
列
園
の
不
可
避
の
敵
封
閥
係
に
あ
る
と
い
う
。

そ
の
後
再
び
西
南

シ
ナ
を
め
ぐ
る
英

・
梯
の
謝
立
と
、
利
権
獲
得
、
伊
の
三
門
湾
要
求
と
拒
紹
に

ふ
れ
、
最
後
に
米
の
門
戸
解
放
政
策
を
の
ベ
て
、
義
和
圏
暴
動
前
夜
の
園
際
環

境
の
設
明
と
す
る。

第
五
掌
日
清
戦
争
後
の
改
革
へ

の
道
、
西
欧
化
へ
の
避
け
難
い
過
程
と
し

て
の
戊
成
愛
法
と
政
愛
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
ま
ず
康
有
震
に
闘
し
、

彼

は
本
質
的
に
は
保
守
的
改
革
者
で
あ
り
、
「
大
同
書
」
の
中
の

5
0
1回
世
曾

も
、
革
命
に
よ
っ
て
で
は
な
く
♂
停
統
的
王
朝
の
組
織
内
で
得
ら
れ
る
も
の
だ

と
規
定
す
る
。
戊
成
愛
法
で
改
革
者
の
一

番
の
関
心
は
、
叉
そ
れ
放
に
反
動
波

の
猛
反
撃
を
受
け
た
の
が
科
穆
の
改
援
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
闘
し
具
僅
的

な
八
股
文
・

答
案
の
事
例
を
あ
げ
て
説
明
す
る
。

そ
し
て
改
革
者
が
西
欧
を
標

準
に
し
た
の
な
ら
、

ど
れ
だ
け
西
欧
の
本
質
が
理
解
さ
れ
て
い

た
か
と
自
問

し
、
答
は
恐
ら
く
ゼ

ロ
だ
と
自
答
す
る
。
そ
れ
は
一
八
九
八
年
ま
で
の
西
欧
書

籍
の
翻
謬
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
が
改
革
者
に
は
有
盆
で
な
か

っ
た
と
し

爾
者
の
関
係
を
否
定
ん
て
い
る
。
以
下
線
課
事
業
を
詳
細
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
行
な
い
、
そ
れ
を
徐
り
多
く
買
な
い
中
で
、
巌
復
の
業
綴
は
高
く
静
償
し
て

い
る
。
最
後
に
著
者
は
、
改
一
卒
者
の
目
的
と
義
和
圏
を
形
成
す
る
無
撃
の
農
民

と
の
聞
に
如
何
な
る
関
係
が
あ
っ
た
か
と
聞
い
、

改
革
の
失
敗
は
あ
ら
ゆ
る
階

級
の
中
園
人
に
消
極
的
な
排
外
聞
持
仙
を
抱
か
せ
、
そ
れ
が
宮
廷
反
動
汲
と
義
和

圏
に
共
通
の
基
盤
を
奥
え
、
同
時
に
初
期
の
義
和
固
と
反
動
波
の
民
族
的
愛
国

主
義
は
積
極
的
で
本
物
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

第
六
章

義
和
掴
暴
動
が

g
z九
OHm-
間口

で

自
己
-nrH富
山
田
口
は
争
え
な

い
事
質
だ
が
、
外
園
勢
力
に
謝
す
る
反
感
の
要
素
と
、
数
舎
に
謝
す
る
そ
れ
の
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検
討
で
あ
る
。
鋲
定
後
に
出
版
さ
れ
た
も
の
は
、
数
曾
活
動
を
緋
笹
す
る
も
の

が
多
い
が
、
北
京
篠
約
以
来
、
数
曾
勢
力
の
浸
透
に
よ
り
、
中
園
人
は
教
舎
に
封

し
非
常
な
敵
意
を
有
し
、
外
園
人
宣
教
師
は
「
第
一
の
悪
魔
」
中
園
人
改
宗
者

は
「
第
二
の
慈
魔
」
と
も
に
死
に
値
す
る
と
い
う
。
数
合
同
が
か
く
ま
て
嫌
悪
さ

れ
る
の
は
、
中
園
人
と
西
欧
人
の
宗
教
観
の
差
に
よ
る
と
著
者
は
言
う
。
中
園

人
は
道
教
の
影
響
で
、
仙
・
不
死
と
信
じ
る
が
、
西
欧
人
は
、
肉
慢
と
精
神
を

切
離
し
て
考
え
る
。
つ
ま
り
救
済
感
が
異
る
と
い
う
。
だ
か
ら
中
園
人
は
、
魂

の
救
済
・
天
罰
を
信
じ
る
よ
り
は
、
数
舎
は
外
園
勢
力
の
代
理
で
あ
る
と
考
え

る
方
が
容
易
で
あ
る
と
。
一
方
外
国
勢
力
に
封
す
る
反
感
の
要
素
と
し
て
は
、

中
園
人
が
外
国
に
劃
す
る
屈
辱
の
詮
援
と
み
な
す
篠
約
問
題
、
自
主
権
を
全
く

喪
失
し
た
関
税
問
題
、
領
事
が
し
ば
し
ば
容
時
略
し
て
外
国
人
・
改
宗
者
側
に
有

利
に
は
か
ろ
う
と
す
る
訴
訟
問
題
、
織
道
建
設
に
よ
る
墓
の
移
鱒
、
僚
約
に
よ

り
提
供
す
る
土
地
問
題
、
日
清
戦
争
後
、
常
に
戦
争
で
脅
す
外
国
領
事
の
績
柄

な
態
度
等
を
あ
げ
る
。
こ
の
掌
に
お
け
る
著
者
の
結
論
は
、
義
和
圏
は
「
曾
」

で
あ
り
、

g
tゐ
Y
己
主
曲
ロ
の
性
格
の
強
い
宗
教
的
秘
密
結
一
位
だ
と
規
定
し
て

い
る
。第

七
章
著
者
は
序
文
に
お
い
て
自
分
の
研
究
の
重
鮎
は
第
七
J
十

二日
干に

お
い
て
い
る
と
い
う
如
く
こ
れ
よ
り
叙
述
も
克
明
に
詳
細
に
な
っ
て
に
る
。
ま

ず
著
者
は
、
中
国
人
は
由
来
宗
教
に
闘
し
寛
容
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の

寛
容
さ
は
、
邪
教
・
秘
密
結
枇
に
は
及
ば
な
い
と
言
い
、
〈

5
8
E
ω
}dFF
の

歴
代
農
民
暴
動
の
分
析
の
成
果
、
陳
勝
、
呉
庭
、
劉
邦
、
赤
盾
、
策
巾
、
黄

山
梨
、
宋
朝
(
王
小
波
・
五
斗
米
道
・
方
蝋
〉
白
運
敬
、
元
末
の
暴
動
、
明
末
の

流
賊
の
九
つ
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
ら
が
多
く
は
宗
教
的
信
念
に
基
づ
き
、
経
済

的
に
は
土
地
税
に
関
心
を
集
中
す
る
が
、
せ
い
ぜ
い
人
間
皆
卒
等
を
主
張
す
る

に
過
ぎ
ず
、
新
枇
曾
へ
の
政
治
的
・
経
済
的
・
粧
台
国
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
デ
オ

ロ
ギ
l
は
乏
し
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、

義
和
固
と
関
係
の

深
い
白
蓮
教
に
つ

い
て
そ
の
愛
生
、
一
八
世
紀
末
か
ら
の
大
組
、

清
朝
の
針

策
、
こ
の
間
に
各
地
に
園
練
が
作
ら
れ
る
過
程
を
の
ベ
、

こ
の
中
で
著
者
が
特

に
注
目
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
嘗
時
の
別
の
鋭
、
天
理
教
の
指
導
者
李
文
鏑
と

義
和
園
時
の
指
導
者
朱
紅
燈
と
の
系
譜
で
あ
る
。
つ
い
で
義
和
園
と
白
蓮
教
の

異
同
に
つ
い
て
、
爾
者
と
も
道
・
併
に
基
く
宗
教
圏
僅
で
、
訓
練
に
よ

っ
て
不

死
身
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
明
喬
を
稽
す
る
者
が
い
る
黙
は
共
通
だ
が
、
た
だ

一
つ
異
る
鮎
は
重
要
な
こ
と
と
し
て
、
義
和
圏
は
日
V
5・仏、吉田
明々

で
あ
っ
て

き
巴
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
著
者
は
義
和
園
の
起
源
に
闘
し
、
凪
刀

之
宣
「
義
和
拳
教
門
源
流
考
」
を
と
り
る
げ
、
そ
れ
が
白
蓮
数
系
の
八
卦
数
の

一
支
流
で
あ
り
、
典
型
的
な
秘
密
結
一位
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
、

著
者
も
こ

の
設
に
従
っ
て
い
る
。
つ
い
で
南
方
の
秘
密
結
祉
天
地
禽
に
も
ふ
れ
る
が
、
清

朝
最
大
の
農
民
暴
動
・
太
卒
天
園
の
蹴
を
抽
出
し
て
、
頁
を
さ
い
て
、

洪
秀
全

そ
の
人
、
南
司
馬
に
よ
る
管
理
機
構
、
そ
の
目
標
、
失
敗
に
彩
っ
た
理
由
を
扱

っ
て
い
る
。
こ
の
章
は
義
和
闘
を
研
究
す
る
場
合
、
そ
れ
が
歴
代
農
民
暴
動
の

中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、

そ
の
目
的
が
ど
う
遭
う
か
比
較
研
究

の
意
味
で
殻
備
知
識
を
興
与
え
る
た
め
に
設
定
せ
ら
れ
て
い
る
。

第
八
章
い
よ
い
よ
義
和
圏
の
再
現
に
入
る
。
日
清
載
容
後
列
閣
の
経
済
的

進
出
に
伴
っ
て
各
地
で
自
己

'rsmロ
・
自
己

-nF55D
の
運
動
が
頻
設
し

て
く
る
が
、

一
九
O
O
年
の
暴
動
が
何
故
、
宮
廷
に
侍
統
的
に
忠
質
な
直
線
・

山
東
か
ら
起
り
、
そ
の
逆
の
華
南
か
ら
起
ら
な
か
っ
た
か
の
疑
問
を
な
げ
、
そ

れ
へ
の
接
近
と
し
て
、
凋
の
山
東
、
露
の
満
洲
へ
の
進
出
、
一
八
九
七
年
江
蘇

餓
鐙
の
難
民
の
嘗
地
へ
の
流
入
、、
連
年
の
華
北
に
お
け
る
洪
水
・
皐
越
を
あ
げ

る
が
、
著
者
が
重
視
す
る
の
は
、
日
清
戦
字
敗
北
後
の
軍
制
改
革
に
よ
る
影
響

で
あ
る
。
一
八
九
七
年
末
よ
り
次
々
に
出
さ
れ
る
、
不
要
・
老
令
将
兵
の
襲
理

- 98-
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特
に
直
毅
・
山
東
で
の
園
練
の
組
織
の
命
令
で
あ
る
。
こ
れ
が
失
業
軍
人
を
秘

密
結
祉
や
無
頼
漢
の
仲
間
に
入
れ
、
華
北
の
祉
曲
目
不
安
を
醸
し
出
し
た
と
い

う
。
つ
い
で

ω
E
m
R
の
設
を
紹
介
し
て
、
彼
が
「
義
和
拳
が
舎
と
呼
ば
れ
た

鐙
擦
は
な
い
い」
に
は
資
料
を
提
出
し
て
反
劃
す
る
。
叉

ω
E
m
R
が
義
和
圏

は
西
太
后
の
要
請
に
感
じ
て
で
き
た
義
勇
兵
に
よ
る
園
練
、
卸
ち
合
法
的
軍
隊

と
い
う
設
に
は
、
彼
は
牧
師
の
よ
う
な
不
確
賞
、
情
報
に
基
い
て
い
る
と
賛
成

し
か
ね
て
い
る
。
そ
の
貼
に
関
し
て
は
の
v
m己
完
吋
自
の
『
ィ
義
和
圏
は
帝

園
の
勅
識
に
臨
応
じ
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
な
い
。
何
故
な
ら
一
八
九
八
年
十

一

月
五
日
、
最
初
の
園
練
の
組
織
命
令
の
あ
っ
た
以
前
に
、
既
に
存
在
し
活
動
し

て
い
た
。
清
朝
や
地
方
政
府
が
、
く
り
か
え
し
義
和
国
を
圏
練
の
中
に
入
れ
て

統
制
し
よ
ろ
と
し
た
事
賓
は
、
そ
れ
ら
が
異
る
二
つ
の
寅
慢
で
あ
る
こ
と
を
詮

明
し
て
い
る
」
を
引
用
し
て
い
る
ρ

も
っ
と
も

ω
5
H
m
R
も
義
和
園
は
十

一

月
ま
で
は

Z
口

5
2
8岳
を
も
た
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

が
。
こ
の
後
、
著
者
は
、
努
乃
宣
設
を
め
ぐ
る

ω
E
m
g
吋
8
・
村
松
一
路
次

氏
、
市
古
宙
三
氏
説
を
比
較
し
、
著
者
は
自
己
の
見
解
と
し
て
、
義
和
圏
と
い

う
名
璃
は
あ
ま
り
に
単
一
化
す
、き
、
多
く
の
異
っ
た
要
素
を
含
む
(
例
え
ば
大

万
曾
)
か
ら
、
義
和
圏
を
徹
底
的
に
追
求
す
る
に
は
、
下
関
係
約
直
後
か
ら
検

討
す
る
必
要
あ
り
と
し
て
、
そ
れ
を
主
と
し
て

「義
和
圏
橋
案
史
料
」
に
基
づ

い
て
綿
密
に
追
求
し
て
い
く
。
一
八
九
六
年
七
月
二
日
、
劉
坤
一
の
山
東
大
刀

舎
に
関
す
る
報
告
に
始
っ
て
、
山
東
巡
撫
を
歴
任
し
た
李
乗
衡
、
張
汝
梅
、
統

賢
と
軍
機
虎
と
の
間
の
大
万
舎
に
闘
す
る
往
復
文
書
で
あ
る
。
そ
の
中
で
著
者

は
特
に
九
八
年
五
月
二
十
二
日
の
張
汝
梅
の
報
告
に
注
目
す
る
。
そ
れ
は
義
和

圏
自
身
に
襲
っ
て
い
く
新
し
い
結
祉
の
出
現
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
。

第
九
章
前
章
最
後
の
張
汝
梅
の
再
調
査
の
報
告
か
ら
始
る
。
張
は
こ
の
直

線
・
山
東
の
境
界
に
組
織
さ
れ
た
「
義
民
曾
」
は
新
し
い
組
織
で
、
地
方
政
府

が
正
規
の
民
間
聞
に
か
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
賓
質
義
和
麗
だ
と
確
信
も
っ
て

い
た
。
か
か
る
時
九
九
年
四
月
、
統
賢
が
山
東
巡
撫
に
蹄
任
し
た
こ
と
が
、
義

和
国
の
歴
史
の
縛
換
期
に
な
っ
た
こ
と
を
著
者
も
確
認
す
る
。
し
か
し
銃
が

「
義
和
国
は
清
朝
に
謝
し
て
心
配
の
種
に
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
が
、
こ
れ
に

闘
し
、
九
九
年
十
月
卒
原
事
件
の
時
、
続
に
よ
り
菟
職
さ
れ
た
訪
問
棺
の
記
録
を

引
い
て
、
指
導
入
物
朱
紅
燈
の
人
物
や
名
前
の
由
来
か
ら
し
て
、
そ
れ
は
事
賓

に
反
す
る
と
断
言
す
る
。
そ
こ
で
著
者
は
銃
の
異
の
態
度
は
何
で
あ
っ
た
か
と

問
う
。
彼
が
「
義
和
拳
」
を
「
義
和
園
」
と
改
稿
し
た
の
で
、
旗
に
も
「
銃
」

字
を
記
し
た
の
は
、
恐
ら
く
銃
が
山
東
巡
撫
に
な
る
九
九
年
四
月
以
降
の
こ
と

だ
と
想
像
す
る
著
者
に
従
う
と
し
て
、
彼
の
卒
原
事
件
に
闘
す
る
最
初
の
公
式

報
告
は
十
一
月
八
日
で
、
こ
の
中
で
事
件
は
信
者
と
拳
民
の
不
和
か
ら
生
じ
た

と
報
告
し
、
続
の
こ
の
指
摘
が
、
清
朝
の
外
国
に
謝
す
る
政
策
を
硬
化
さ
せ
た

と
い
う
。
丁
度
こ
の
時
、
伊
艦
隊
が
山
東
を
巡
航
し
て
園
際
危
機
が
再
び
迫
り

軍
機
鹿
は
全
線
督

・
巡
撫
に
命
じ
て
園
防
を
強
化
さ
せ
、
一
方
統
は
米
園
の
慶

カ
に
よ
っ
て
亥
世
凱
に
更
迭
さ
れ
た
。
こ
の
直
後
の
統
の
報
告
は
、

彼
と
義
和

国
の
関
係
を
示
し
て
重
要
だ
と
言
う
。
即
ち
事
件
は
一
般
民
と
信
者
と
の
誤
解

か
ら
生
じ
た
が
、
基
本
的
に
は
信
者
が

一
般
民
-V
侮
辱
し
、
後
者
が
前
者
か
ら

多
く
の
不
正
を
う
け
た
事
か
ら
起
っ
た
奴
才
ハ
H
銃
賢
・
報
告
の
中
で
自
分
を

こ
う
得
す
る
〉
は
、
就
任
以
来
八
回
以
上
、
義
和
圏
結
祉
や
紳
拳
賓
施
を
禁
止

す
る
啓
明
を
出
し
、
数
曾
近
迭
に
軍
隊
を
警
還
さ
せ
て
信
者
を
保
護
し
て
、
そ

れ
な
り
の
効
果
が
あ
っ
た
し
、
叉
朱
紅
燈
が
逮
捕
さ
れ
た
時
、
統
は
彼
ら
を

「
無
法
の
悪
漢
L

と
報
告
し
て
い
る
。
し
か
し
銃
が
卒
原
事
件
で
、
自
分
の
部

下
蒋
繕
や
指
揮
官
を
朕
況
判
断
を
誤
り
無
賓
の
人
を
多
く
死
に
至
ら
し
め
た
と

し
て
虞
分
し
た
の
は
、
義
和
圏
を
元
無
づ
け
、
清
廷
に
も
心
理
的
影
響
を
奥
え

た
の
は
事
賓
だ
ろ
う
と
い
う
。
戊
成
政
由
震
で
勝
利
し
た
反
動
娠
は
、
彼
の
報
告

~. 99 ~ 



で
列
闘
に
封
す
る
態
度
を
硬
化
さ
せ
、
叉
光
絡
帝
駿
位
計
査
を
外
問
公
使

(特

に
英
図
)
に
よ
っ
て
反
劃
さ
れ
た
西
太
后
・

反
動
波
を
一
一
層
反
外
に
向
わ
せ
た

が
、
義
和
闘
に
謝
し
て
は
銀
座
と
慰
撫
の
聞
を
初
径
っ
た
。
し
か
し
一
方
、
卒

原
事
件
の
失
敗
、
指
導
者
の
魔
刑
は
、
義
和
闘
を
し
て
、

HUB
ムヨ
g
t口
の
線

を
辿
ら
し
め
た
と
い
う
。
に
も
拘
わ
ら
ず
彼
ら
の
出
白
の
母
慢
に
は
疑
い
も
な

く
白
蓮
の
反
王
朝
的
目
的
が
残
っ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。

第
十
章

著
者
は
、
義
和
闘
の
構
成
を
、司同
0

・身ロ

8
5と
g
zムヨ
8
5

の
二
つ
か
ら
形
成
さ
れ
、
そ
れ
は
義
和
闘
が
清
朝
の
支
持
脅
得
た
後
も
そ
う
で

あ
っ
た
と
、
ま
ず
そ
の
構
成
要
素
の
雑
多
性
を
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
著
者
は
、

前
者
の
例
と
し
て
、
「
扶
消
滅
洋
」

(ω
口問者
0
3
p
m
(リ
}
ヘ
吉
宗
ロ
0
2『ミ
子
開

問

D
B
H
m
Z
C
を
唱
え
た
本
寸前
米
中
と
、
後
者
の
例
と
し
て
、
九
九
年
八
月
「
都

清
滅
洋
L

(

C

〈

2
p
g毛
岳
刊
の
三
口
白
一

0
2ォ
ミ
手
四
町
2
0仲
間
巾
『
〉
を
唱

え
て
勢
力
を
伸
ば
し
て
消
朝
軍
と
戦
い
、
十
月
卒
原
事
件
の
時
再
び
反
乱
し

て
後
、
逮
捕
、
施
刑
さ
れ
た
朱
紅
燈
の
二
人
の
指
導
者
に
注
目
す
る
。

そ
L
て

著
者
は
、
現
代
中
園
史
家
は
』
2
0
5
0
2
dd
ロ
を
除
い
て
は
こ
の
重
要
な

白
EBL司
自
由
民
円

か
ら

ヌ

oaε
ロ
阻
害
口

へ
の
運
動
の
性
格
の
幾
化
の
問
題
に

注
意
を
梯
う
研
究
家
が
な
い
と
批
判
す
る
。
活
文
澗
は
言
及
し
て
は
い
る
が
、

彼
が
、
「
扶
消
滅
洋
」
の
ス

F
l
ガ
ン
を
採
用
し
た
の
は
朱
紅
燈
だ
と
か
、
統

賢
が
九
八
年
の
勅
識
に
従
っ
て
「
義
和
参
」
を
「
義
和
園
」
と
改
稿
し
た
と
か

い
う
の
は
、
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
沼
氏
の
分
析
、
義
和
幽
は
秘

密
結
祉
の
塊
欣
集
積
で
全
慢
の
指
導
者
が
な
く
、

門同市回同
H
C
M
T
r
B
H
間口
2

で
は

一
致
す
る
が
、
清
朝
に
謝
す
る
態
度
で
は
一

致
せ
、
ず
、
そ
れ
に
は
白
ロ
巴

(概〉

目
白
石
o
ユ
(
扶
)
方
円
g
mミ
白
(
保
)
と
三
種
あ
り
、
後
二
者
は
満
洲
貴
族
に
よ

る
も
の
で
、
最
初
の
は
白
蓮
数
系
で
運
動
中
ず
っ
と
存
在
し
た
こ
と
、
西
太
后

が
北
京
脱
出
後
、
景
廷
賓
が
「
掃
消
滅
洋
」

(ω=2MV
8
5可
吾巾
(
u
rn-ロ加一
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u
g同吋
O

可
丹
宮
司

cEmロ
巾
る
の
新
し
い
ス
F
l
ガ
ン
を
掲
げ
る
中
で
、
義
和

拳
本
来
の
性
格
を
再
現
し
た
、
に
は
賛
成
の
模
様
で
あ
る
。

著
者
は
、
「
扶
祷

滅
洋
」

を
最
初
に
唱
え
た
人
物
を
朱
紅
燈
と
す
る
の
は
、

蒋
糖
が
記
録
に
残
し

て
い
な
い
貼
か
ら
無
理
だ
と
す
る
が
、

そ
の
最
初
の
人
物
は
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
出
現
の
時
期
ほ
ど
重
要
で
な
い
と
言
い、

そ
の
時
期
を
九
九
年
九
月
ま
で
で

は
な
い
か
と
言
う
。
も
っ
と
も

7
c
B
紳
父
の
九
八
年
十
月
二
十
五
日
ハ
水
)

の
日
記
に
よ
れ
ば
、
そ
の
ス

F

l
ガ
ン
を
記
し
た
闘
員
が
出
現
し
た
旨
記
し
て

い
る
が
、

著
者
の
調
査
の
結
果
で
は
、

嘗
日
は
火
曜
日
で
、

九
九
年
十
月
二
十

五
日
な
ら
水
間
曜
日
だ
と
い
う
。
一
綱
父
が
誤
っ
た
の
か
、
或
い
は
九
八
年
秋
に
清

朝
と
同
盟
す
る
も
う

一
つ
の
義
和
闘
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
。
著
者
が

確
信
も
っ
て
言
う
の
は
、
義
和
闘
は
濁
立
自
生
的
な
曾
篤
で
あ
り
、
濁
特
の
土

俗
祭
式
と
組
織
を
も
ち
、
侍
統
的
秘
密
革
命
結
枇
で
あ
る
と
。
だ
か
ら
、
市
古

氏
が
義
和
国
は
政
府
と
初
め
か
ら
敵
封
し
、
従
っ
て
義
和
闘
と
回
線
は
そ
の
目

的
が
違
う
か
ら
、
雨
者
の
聞
に
閥
係
は
な
い
と
す
る
設
と
、
こ
れ
に
反
謝
す
る

村
松
氏
の
設
を
と
り
あ
げ
て
、
前
説
の
方
が
よ
り
事
費
に
近
か
司
た
の
で
は
な

い
か
と
言
う
。
こ
の

「
扶
清
滅
洋
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
が
民
衆
の
イ
メ
ー
ジ
を
把

ん
だ
と
い
う
の
宮
丘
旬
、
吋
告
の
指
摘
と
、
卒
原
事
件
の
失
敗
、
指
導
者
の
逮

捕
・
廃
刑
が
雨
者
が
同
時
に
そ
の
政
策
を
愛
更
さ
せ
た
時
で
あ
り
、
こ
の
時
こ

そ
が
義
和
図
と
清
朝
が
同
一
役
割
を
始
め
る
梼
換
期
で
あ
っ
た
と
い
う
の
印
手
口

の
指
摘
を
引
用
す
る
。

そ
し
て
著
者
は
驚
く
べ
き
事
賓
と
し
て
の

yaE
の
研

究
か
ら
紹
介
す
る
。

そ
れ
は
義
和
闘
が
雑
多
な
要
素
か
ら
成
立
っ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
が、

暴
動
中
存
綴
し
蜘
捌
け
た
古
い
白
蓮
教
徒
が
、
扶
清
的
義
和

国
の
激
怒
の
封
稽
と
な
り
、
百
徐
人
が

一
九
O
O年
七
月
に
北
京
で
庭
刑
さ
れ

て
い
る
事
貨
で
あ
る
。

最
後
に
の

FRE
の
義
和
圏
暴
動
史
の
時
代
医
分
を
紹

介
L
、
「
彼
ら
は
心
で
は
常
に
H
V

円0
・宮
g
n
y
g
よ
り
も
g
t
・
7
向田
口
n
y
c
で
あ
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守
た
」
を
引
用
し
て
こ
の
評
僚
に
賛
成
し
て
い
る
。

第
十
一
車
阜
こ
の
章
は
義
和
園
の
教
義
や
組
織
を
扱
う
。
そ
の
世
界
観
は
あ

る
程
度
は
得
統
的
思
想
に
由
来
す
る
と
い
い
、
彼
ら
の
崇
奔
す
る
紳
は
、

コニ

園
志
望
義
」
「
水
涼
一
停
」
「
西
遊
記
」
等
の
中
の
人
物
や
同
時
代
人
と
し
て
は

李
策
衡
、
郡
需
藻
(
各
部
品
同
書
を
歴
任
・
詩
人
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
醤
籍
解
題
を
や
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
プ
ラ
ト
ン
的
'・
モ
ア
的
枇
曾
哲
理
は
な

く
、
そ
こ
か
ら
革
命
的
モ
ラ
ル
を
抽
出
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
結
論
づ
け
て
い

る
。
つ
い
で
義
和
国
の
組
織
に
ふ
れ
、
そ
の
金
値
を
統
べ
る
指
導
者
の
い
な
か

っ
た
こ
と
を
言
い
、
「
義
和
圏
暴
動
に
全
髄
的
統

一
が
な
い
こ
と
は
、
政
治
的

背
景
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
知
恵
の
な
い
こ
と
の
讃
接
で
あ
る
」
と
い

う
の
F
ぷ
ロ
の
言
葉
を
結
論
的
に
引
用
す
る
。
つ
い
で
そ
の
厳
格
な
規
律
、
濁

特
の
用
語
、
呪
文
の
具
程
的
質
例
、
叉
西
欧
人
に
最
も
理
解
し
に
く
い
所
謂

F
S
B
O
H
E
-
-
Q
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。
信
仰
や
肉
鰻
的
訓
練
に
よ

っ
て
紳

を
得
て
、
最
後
の
目
的
た
る
仙
H
不
死
と
な
っ
た
時
、
敵
の
調
丸
や
飼
も
防
衛

で
き
る
と
い
う
こ
の
幼
稚
な
思
想
も
、
一
旦
神
話
が
で
き
る
と
、
視
覚
以
上
の

働
き
を
す
る
も
の
で
、
義
和
圏
が
鎮
座
さ
れ
、
そ
の
効
力
が
な
い
こ
と
が
霊
明

さ
れ
た
後
で
も
、
華
北
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
綴
け
た
と
い
う
。

第
十
二
章
こ
の
章
は
義
和
圏
が
匂
円
0

・
仏
吉
田
朗
氏
口
に
な
っ
て
後
の
概
要
に

す
ぎ
な
い
と
著
者
自
身
の
言
う
所
で
あ
っ
て
、
北
京
議
定
書
締
結
ま
で
の
史
賓

を
早
足
に
迫
う
て
お
り
、
筒
箪
に
し
て
お
き
た
い
。
九
九
年
十
二
月
山
東
巡
撫

統
賢
よ
り
亥
世
凱
へ
の
更
迭
、
一
九
O
O年
五
月
来
水
事
件
、
こ
の
間
の
北
京

外
交
圏
の
封
腐
、

シ
1
モ
ア
軍
返
却
、
六
月
十
六
日
か
ら
の
御
前
禽
議
、
五
十

五
日
間
の
北
京
寵
城
等
に
ふ
れ
、
著
者
は
特
に
中
園
側
の
盛
宣
懐
、
震
世
凱
や

南
方
総
督
の
李
鴻
章
、
張
之
洞
、
劉
坤
一
の
動
向
、
彼
ら
が
朝
廷
の
開
戦
宣
言

を
無
視
し
た
こ
と
に
注
目
し
「
こ
の
大
勝
な
決
定
は
、
南
方
地
域
を
戦
争
の
荒

暖
か
ら
守
り
、
列
園
と
清
朝
の
卒
和
の
遂
を
開
い
た
賢
明
な
も
の
」
と
評
償
す

る
。
こ
の
間
清
朝
の
態
度
が
戦
争
の
勝
敗
毎
に

一
喜

一
憂
動
揺
す
る
中
で、

七

月
来
季
語
貝
衡
の
北
京
到
着
が
そ
の
融
和
的
態
度
を
鯵
ら
せ
、
反
動
汲
を
鼓
舞

し
、
五
人
の
大
臣
の
庭
刑
に
な
っ
た
こ
と
を
の
ベ
る
。

八
月
中
ば
北
京
陥
落
後

の
講
和
曾
議
の
過
程
、
辛
丑
篠
約
の
主
要
な
も
の
に
簡
寧
に
ふ
れ
て
ζ

の
章
を

彩
る
。結

論
の
章
今
ま
で
の
著
者
の
叙
述
の
ま
と
め
で
、
ま
ず
義
和
圏
の
性
格
に

闘
し
、

ω
E
m常
識
を
退
け
、
義
和
圏
は
事
費
に
お
い
て
宗
教
的
曾
黛
で
あ
り、

gzers-mロ
で
あ
り

gz'nzzuロ
で
あ
り

「
こ
の
世
紀
世
界
に
お
こ

っ
た
最
も
重
要
な
宗
教
的
暴
動
」

Q
a
(
U
7
6ろ
だ
と
い
う
。
次
に
そ
の
起
源
、

政
策
嬰
更
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
清
戦
争
後
の
最
初
の
大
規
模
な
秘
密
結
枇

的
運
動
は
大
万
曾
で
、

そ
れ
は

g
t九
O
門
品
目
間
口
特
に
自
与
の
向
日
宮
司

で

あ
り
、
白
蓮
教
の
分
振
で
あ
り
、
彼
ら
が
「
概
椅
優
明
」
を
公
然
と
目
的
に
し

た
か
ど
う
か
は
分
ら
な
い
が
、

U
5・。
}MRUm
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
と
い

う
。
そ
し
て
義
和
圏
が
九
八
年
五
月
再
現
し
た
時
、
お
っ
ぴ
ら
に
田
口
苧
身

E

印

cn
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
も
し
そ
う
な
ら
、
張
汝
得
が
害
は
な
い
と
見
な

か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
園
練
に
吸
牧
し
よ
う
と
す
る
よ
り
鎮
座
し
た
だ
ろ
う
か
ら

と
い
う
。
そ
し
て
「
扶
清
滅
洋
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
出
現
は
九
九
年
九
月
と
し

最
初
に
こ
れ
を
掲
げ
た
の
は
朱
紅
燈
で
あ
る
と
す
る
箔
文
相
側
設
を
退
け
、
そ
れ

は
李
来
中
だ
と
す
る
。
も
し
朱
な
ら
、
統
賢
が
裳
世
凱
に
更
迭
さ
れ
た
時
、
朱

を
魔
刑
す
べ
く
身
柄
を
統
が
愛
に
引
渡
さ
な
か
っ
た
ろ
う
と
い
う
。

義
和
圏

が
、
こ
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
採
用
し
た
理
由
は
、
十
月
卒
原
事
件
に
お
い
て

g己

身

E
主
n
要
素
が
挫
折
し
た
後
、
そ
れ
が
成
功
へ
の
唯
一
の
可
能
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
こ
れ
が
宮
廷
内
に
お
い
て
反

動
援
が
力
を
も
っ
て
く
る
時
期
と
一
致
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
次
に
世
界
の
歴

-101ー
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史
に
義
和
圏
暴
動
と
類
似
の
も
の
が
存
在
し
た
か
と
考
え
て
、
ロ
ピ
ソ
フ
ッ

ド
、
至
福
四
年
設
の
農
民
革
命
の
類
を
著
者
は
頭
に
浮
べ
る
が
、
義
和
闘
の
中

に
は
そ
の
よ
う
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
ニ
ズ
ム
も
な
い
し
、
彼
ら
の
規
準
は
過
去
に
根

ざ
し
て
、
既
成
の
権
威
を
否
定
せ
ず
、
そ
の
道
徳
律
は
、
道
教
の
卒
等
主
義
に

制
約
さ
れ
な
が
ら
も
、
正
統
的
で
あ
っ
た
と
す
る
。
次
の
言
葉
は
著
者
の
義
和

圏
暴
動
の
許
僚
の
ま
と
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
少
々
長
い
が
引
用
し
よ
う。

「
そ
の
組
織
や
他
の
弱
黙
と
は
別
に
、
義
和
園
運
動
は
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が

儒
数
図
家
の
衰
退
の
中
で
空
白
に
な
っ
た
も
の
を
埋
め
る
に
適
嘗
で
な
い
た
め

に
、
中
国
に
好
結
果
の
制
度
を
作
り
上
げ
る
の
に
成
功
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
は

太
一
中
天
国
に
比
波
し
で
も
改
革
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
な
か
司
た
。
唯
一
の
進
歩

的
原
理
は
婦
人
卒
等
と
い
う
原
理
で
、
儒
教
的
意
味
に
お
け
る
厳
格
な
道
徳
的

行
震
を
主
唱
す
る
。
そ
し
て
最
終
の
段
階
で
役
立
た
な
い
官
僚
に
代
っ
て
『
民

衆
の
保
護
者
』
の
役
割
を
果
す
。
し
か
し
愛
閥
的
だ
と
は
い
え
、
『
土
仙
川
]
改
革
』

と
か
、
如
何
に
し
て
中
国
が
近
代
枇
曾
に
入
っ
て
い
く
か
の
一言葉
が
な
い
。
種

痘
か
ら
パ
ラ
フ
ィ
ン
ラ
ン
プ
に
至
る
ま
で
の
一
切
の
近
代
的
透
明
お
よ
び
革
新

が
『
洋
』
と
し
て
非
難
さ
れ
る
。
彼
ら
の
中
園
へ
の
愛
情
、
外
人
へ
の
敵
意
と

は
別
に
、
義
和
圏
を
駆
り
た
て
た
唯
一
の
力
は
、
儒
・
例
・
道
三
教
の
合
成
さ

れ
た
宗
教
へ
の
固
守
で
あ
っ
た
」
と
し
て
著
者
は
西
欧
人
に
最
も
不
合
理
に
寓

る

5
2
F
R由
主
口
々
に
つ
い
て
、
そ
の
訓
練
法
が
近
代
西
欧
密
撃
に
頼
者
な

効
果
を
も
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
の
ベ
、
彼
ら
が

5
〈広一コ巾『与ニユ〕『

を
信
じ
た
馬
鹿
げ
た
行
震
を
非
難
す
る
こ
と
は
や
さ
し
い
、
血
に
喝
い
た
行

動
を
憤
る
こ
と
は
正
し
い
、
が
こ
れ
す
ら
、
歴
史
上
の
虐
殺
に
比
べ
て
規
模
が

小
さ
i
v
し
、
公
使
館
放
出
後
の
西
欧
人
の
野
轡
的
行
震
を
見
よ
と
い
う
。
中
園

の
支
配
者
が
中
国
を
長
い
間
繭
の
中
に
と
じ
こ
め
て
お
い
た
の
で
、
若
い
文
明

と
の
最
初
の
出
合
い
が
悲
劇
的
な
結
果
に
な
っ
た
と
い
う
、

M
M
2
2
2
m包
括

の
。
互
の
E
D白
目
白
血
口
去
の
観
鮎
か
ら
の
評
言
を
示
し
て
、
こ
れ
は
現
在
の

西
欧
諸
閣
の
行
動
に
も
影
響
を
奥
え
る
今
目
的
課
題
で
も
あ
る
と
い
う
。
そ
し

て
今
日
の
中
園
歴
史
家
の
義
和
図
研
究
は
、

暴
動
が
徹
底
的
に
自
己
ム
ヨ
8

2
円
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
に
熱
心
し
す
ぎ
る
と
思
う
と
批
列
す
る
が
、

一
方

H
W
ヱ
出
ユ
の

「
間
違
い
や
犯
罪
や
馬
鹿
さ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
義
和
圏
は
誕
の
愛

図
的
精
一
柳
に
よ
っ
て
元
気
づ
け
ら
れ
た
」
や

ω町
河
昌
吉
田
亙
】
D
7
3
8ロ
の

「
あ
る
意
味
で
は
、
指
摘
和
幽
や
そ
の
満
洲
擁
護
者
が
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
民
の
先
駆
者
で
あ
る
と
す
る
の
は
公
正
で
な
い
こ
と
は
な
い
」

を
引
用
す

る
。
義
和
図
暴
動
は
、
。
r
g
Z司、
H
，

g
が
、
H
，
Z
回
D
H
R
〈
U

白
内田師同『
O
司

rぬ
と

い
う
よ
う
に
確
か
に
悲
劇
的
結
末
に
彩
っ
た
。
殺
裁
と
い
う
非
難
だ
け
で
な

く
、
莫
大
な
賠
償
を
課
せ
ら
れ
て
民
衆
は
貧
窮
し
た
。
し
か
し
こ
の
大
衆
暴
動

は
、
列
園
の
中
間
分
割
の
企
て
を
阻
止
し
、
中
国
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
誕
生

さ
せ
た
と
著
者
は
評
周
回
す
る
。
そ
れ
に
し
て
も
中
闘
が
何
故
科
摩
ル
ネ
サ
ン
ス

を
行
わ
ず
に
、
彼
ら
の
運
命
で
あ
っ
た
困
難
な
方
法
で
近
代
世
界
に
入
ら
ね
ば

な
ら
な
か

っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
提
出
し
て
全
章
を
終
る
。

-102ー

以
上
要
約
し
た
よ
う
に
本
書
は
、

ア
ヘ
ン
戦
争
以
来
の
外
墜
と
こ
れ
に
封
す

る
反
感
の
も
た
ら
す
諸
矛
盾
の
集
約
的
な
表
現
と
み
な
す
義
和
国
暴
動
を
、
そ

の
歴
史
的
背
景
の
中
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
義
和
圏
そ
の
も
の

だ
け
を
抽
出
し
よ
う
と
す
る
の
で
な
く
、
そ
れ
を
頂
鮎
と
し
て
凡
そ
義
和
固
に

直
接
・
間
接
に
閥
係
あ
る
も
の
は
す
べ
て
取
上
げ
て
検
討
を
加
え
て
い
る
か

ら
、
誠
に
視
野
の
魔
い
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
力
作
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

時
に
主
題
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
が
、

一
見
脇
道
に
そ
れ
た
冗
言

と
恩
わ
れ
る
も
の
で
も
、
最
後
に
は
義
和
風
暴
動
と
閥
係
づ
け
ら
れ
て
く
る
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。
部
ち
義
和
割
暴
動
を
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
歴
史
的
に
位
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置
づ
け
よ
う
と
す
る
努
力
が
窺
え
る
。
い
わ
ば
中
国
十
九
世
紀
後
半
史
、
そ
の

中
で
の
義
和
圏
研
究
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
宇
都
を
概
説
的

に
叙
述
し
、
後
宇
都
に
研
究
の
重
鮎
を
お
い
て
、
今
ま
で
の
研
究
の
誤
り
を
訂

正
し
た
部
分
、
新
し
く
解
明
し
た
部
分
も
あ
る
。

浅
田
宇
非
才
の
筆
者
は
、
木
書
よ
り
色
々
教
示
を
う
け
る
ば
か
り
で
、

長
年
の

研
績
の
上
に
上
梓
さ
れ
た
本
書
に
封
す
る
批
評
は
も
と
よ
り
及
ぶ
べ
く
も
な
い

が
、
な
お
若
干
の
感
想
や
希
望
を
の
べ
さ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
、
ま
ず
、

義
和
圏

暴
動
を
見
る
場
合
、
中
国
農
民
側
の
主
僅
的
要
求
、
動
向
は
何
で
あ
っ
た
か
と

い
う
貼
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
資
料
的
制
約
が
あ
る
こ
と
は
充
分
わ
か
る
し
、
欧

米
人
が
こ
の
種
の
研
究
を
す
る
時
、
宣
教
師
な
ど
の
記
録
が
中
心
に
な
る
こ
と

は
あ
る
程
度
や
む
を
得
な
い
が
、
こ
の
方
面
の
叙
述
が
少
い
よ
う
に
思
う
。
こ

の
鮎
は
キ
リ
ス
ト
教
的
側
面
か
ら
の
接
近
は
す
ば
ら
し
い
が
、
中
園
農
民
側
の

仇
数
運
動
に
つ
い
て
は
説
明
が
少
く
、
問
機
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
叉
西
欧
と
中
園
が
衝
撃
し
た
の
は
、

宗
教
が
相
入
れ
な
か

っ
た
の
は
、

夫
々
異
る
世
界
観
・

宗
教
観
を
も
っ
祉
禽
で
あ
っ
た
か
ら
と
説
明
す
る
が
、
そ

れ
で
は
何
故
そ
れ
ら
が
這
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
如
何
な
る
基
盤
に

由
来
す
る
の
か
、
こ
の
迭
の
説
明
が
も
う
少
し
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
叉
第

四
章
利
檎
獲
得
の
章
は
、
列
園
相
互
の
利
害
関
係
の
説
明
が
中
心
で
あ
っ
て
、

列
闘
が
中
園
に
種
々
利
権
を
襲
得
し
て
い
く
こ
と
が
、
中
園
の
人
民
大
衆
に
具

趨
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
奥
え
、
そ
れ
が
義
和
圏
暴
動
を
誘
愛
し
た
の
か
を

加
え
て
ほ
し
か
っ
た
。
叉
第
五
章
の
移
り
で
、
戊
成
嬰
法
の
失
敗
が
あ
ら
ゆ
る

階
級
の
中
園
人
に
き
一
巳
目
同
O
H
O
-
m
ロ
の
線
を
辿
ら
せ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
義
和
固
と
清
朝
が
同
盟
を
結
ん
だ
と
い
う
謬
で
も
な
い
だ
ろ

う
し
、
叉
融
民
法
振
と
民
衆
の
聞
に
は
断
絡
が
あ
り
、
人
民
の
排
外
運
動
に
は
餐

法
源
は
反
封
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
は
互
い
に
自
己
の
立

場
を
有
利
に
す
べ
く
相
手
を
利
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
又

著
者
は
、

数
曾
を
カ
ト
リ
ッ

ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
γ
ト
に
分
け
て
爾
者
の
い
づ
れ

に
責
任
が
あ
る
か
を
問
う
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
華
北
で
は
山
東
の
一
部
を

除
い
て
、

み
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
勢
力
と
い
う
か
ら
、
こ
の
設
定
は
お
か
し
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か。

義
和
圏
の
再
現
を
そ
の
名
で
注
目
さ
れ
る
ま
で
延
期
す
る

の
は
間
違
い
と
い

っ
て
、
大
万
曾
な
ど
に
注
目
し
て
検
討
す
る
の
は
著
者
の
亭

見
と
思
う
が
、
統
賢
の
同
県
意
や
、
蒋
指
の
立
場
な
ど
は
、
そ
の
報
告

・
記
録
が

書
か
れ
た
時
の
情
況
に
印
し
て
徐
討
す
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
思
う
。

著
者
は
大
盤

T
5
5叩
の
y
a
b
ロ

の
設
を
祖
述
し
て
い
る
よ
う
で
、

義
和
圏

が

gt'身
ロ
同
町民
口
で
あ
る
か
の
鮎
で
、
矛
盾
す
る
事
を
の
ベ
る
所
も
あ
る

が
、
資
料
も
一

致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
結
論
も
最
終
的
で
な
い
と
断
っ
て

い
る
。
著
者
の
態
度
は
概
し
て
義
和
国
に
好
奇
街
で
は
あ
る
が
、
複
雑
な
要
素

な
ど
は
そ
の
ま
ま
提
供
し
て
、
決
し
て
一
方
的
に
公
式
的
に
割
切
ら
な
い
客
観

的
立
場
を
と

っ
て
い
る
。
最
後
に
望
萄
の
言
を
の
ベ
る
を
許
さ
れ
れ
ば
、

や
は

り
背
景
だ
け
の
研
究
で
な
く
、
義
和
圏
暴
動
そ
の
も
の
と
、
そ
れ
に
績
く
北
京

議
定
書
の
意
味
を
検
討
し
て
ほ
し
か

っ
た。

暴
動
は
華
北
地
方
の
そ
れ
の
み
し

か
扱
っ
て
い
な
い
が
、
四
川
・
湖
南
そ
の
他
ほ
ぼ
金
一
閥
的
に
臨閣が

っ
た
暴
動
を

検
討
す
る
こ
と
で
、

義
和
国
暴
動
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
後
の

辛
丑
傑
約
の
結
果
を
研
究
す
る
事
で、

員
の
義
和
園
暴
動
の
歴
史
的
意
義
が
も

っ
と
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

語
事
力
・

理
解
力
の
不
足
か
ら
、

著
者
の
真
意
の
讃
み
違
え
、
讃
み
落
し
が

多
々
あ
ろ
う
こ
と
を
恐
れ
な
が
ら
、
批
評
に
は
程
遠
く
見
嘗
は
ず
れ
の
紹
介
に

彩
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
て
筆
を
捌
く

。

(

菅
野
正
〉
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